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まるで分子模型を手で動かすように、分子をねじったり折り曲げたり、配座を自在に操作できれば、そ

の性質も操れる。我々はナノ空間への包接によって分子を物理的に変形させる「閉じ込めによる分子操

作」という概念に基づき、配座変化を通じた有機分子の性質制御に取り組んできた(図)。1) かご型錯体内

に分子を包接し、 「ねじる」2) 「折りたたむ」3)といった変形操作を施すことで、得られた特異な配座を利

用して反応性を制御する手法を開拓した。本講演では、空間のかたちから発想した 「分子操作」が、新し

い機構の反応創出につながることを紹介する。 

また近年、分子操作の高度化と多様な分子種への応用に向けて、空間機能の拡張にも取り組んでいる。

たとえば、蓋状アニオンによる分子認識能の強化 4)や、固相反応とテンプレート効果を組み合わせた自己

集合による拡張かご型錯体の合成 5)に成功した。前者はカチオン性空間へのカチオン包接や、かご型錯体

を低対称な結晶空間へと組み込むことで内包分子ごと構造解析する 「第 2 世代結晶スポンジ法」6)へとつ

ながった。後者は創薬で注目される中分子のホスト–ゲスト化学や高性能触媒への展開を実現している。

本講演では、自己集合かご型錯体の空間を舞台にした新しい有機・錯体化学の可能性を議論したい。 
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